















では、 「国文学」の伝統にぴったり 「和歌 世界でさえもが、その誕生については「アジア」全体の中で把握しなければならないということを浮かび上がらせた。
　もちろん、以前から、ヨーロッパ・アフリカ・古代ギリシャ・
中国少数民族・アジア諸民族など 神話や歌文化に注目した比較研究は存在して た。しかし、一九九〇 代末あたりからのそれ
は、神話や歌資料の「表現態」や「社会態」に注目した点が、それ以前とは異なる新しい段階のものである。
　芸能史研究の分野には具体的な身体所作を指す「芸態」という
用語があるが それにならって、神話や歌の、音声によることば表現のメロディー 韻律、合唱か単独唱か、掛け合いか単独唱かといった具体的な表現のあり方を「表現態」と呼ぶことにする。また、その神話や歌の、そ 社会の中で 位置づけや、その社会の維持に果たしている役割 またその社会の呪術・世界観などとの関係など、 わば神話や歌の社会機能 側面を、 「芸 「表現態」にならって「社会態」と呼ぶことにする。すると 遠藤の本書は、中国少数民族の歌資料の、特に「表現態」と「社会態」部分に力点を置いて古代文学研究に援用している点に、一九九〇年代末以前の論との決定的な違いがある。
　従来の神話資料は、本来の歌われたり唱えられたりしていた神











































　従来の 「国文学」 としての古代文学研究でも、 日本国内の祭式・











本文芸史 古代Ⅰ』 （河出書房新社、一九八六年）では、 「第四部 　オキナワとアイヌの文芸」という独立の章が設けられた）
。しかし、原型性と











資料が提示されることを期待していた。しか 、現実に折口の期待に応えるような、古代文学研究に援用でき 歌垣や神話の実態資料が登場す のは二〇〇〇年代初頭 こと あった したがって、折口 古代文学 古層に強い情熱を持っていたことは確かであるが しかし彼が依拠した素材 水準は「実態」から遠いものであったという時代の制約 中にあった。これから 日本古代文学研究は、 「エスノロジーと協力しなければならぬ と う折口の情熱を継承したうえで、 現地取材に基づく歌垣や神話 「実態資料に基づく研究の再構築 必要なのであり 本書はその最先端の試みであるとしていい。
　なお、 「第五部 　死者をめぐる歌・唱えごと」では、中国雲南
省北部のイ族の集落での、実際の葬儀の記録が収められている。その実際の映像は、本書付属のＤＶＤ─ＲＯＭでその中心部分を見ることができる。そのうえ、そ 際に歌われ、唱えられたさまざまな 「歌」 「唱えごと」 の実際 詞章を、イ文字、国際音声記号、中国語逐語訳、中国語大意、日 語大意で記録しており、その資料的価値は高い。
　少数民族文化の調査において最も取材の難しいものの一つに葬



















ヤマトタケルを慕う歌としてのみ解釈してきた。しかし、このイ族の葬儀の実際例 モデルにすれば、ヤマトタケルの死 際には、死者を慕う「哭き歌」と、死霊として恐怖される「指路系」「招魂系」の詞章とが同時に存在したはずだということになる。ということは、 「大御葬歌」は、 「哭き歌」系統の死者を慕う歌というよりも、実 死霊として恐怖され 指路系 「招魂系」の
詞章の断片化したものかもしれないという可能性があることになる。
　古代文学作品、特に『古事記』には、仏教・儒教伝来以前の縄
文・弥生期的アニミズム・シャーマニズム文化の神話・歌文化の痕跡が、古層として隠れている。これは『万葉集』 歌についても言えることである。そういった古層からの視点を取り込んだ新しい段階の研究のあり方を提示したのが、 「第三部 　『古事記』謡物語論」 「第四部 　『万葉集』恋歌論」である。本書は、 代文学作品を古層の側から分析す ための研究に大きな一歩を踏み出した。
（二〇〇九年二月 　瑞木書房 　Ａ５判 　七〇八頁 　税込一六九九九円）







の様相だけにとどまらず、中国・朝鮮・日本という東アジア世界を射程に入れて白居易をめぐる文学的伝統と展開の諸相を照射するところが非常に意義深い。本書には初めて示される新見が多く含まれ、今後の研究への展開に大いに寄与するであろう。（二〇一〇年三月 　勉誠出版 　Ａ５判 　三六〇頁 　税込八四〇〇円）
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